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障害者本人 障害者本人の母 障害者本人の父 無効回答 無回答











児童期（～ 17 歳） 青年期（18歳～30歳） 壮年期（31 歳～） 無効回答
24 名（10.2％） 86 名（36.4％） 126 名（53.4％） 1名
合計 237 名




身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 重複障害 無回答
2名（0.8％） 170名（72.0％） 1名（0.4％） 1名（0.4％） 62 名（26.3％） 1名
合計　237 名
　重複障害 62 名のうち、身体障害と知的障害の重複が 32 名。身体障害と知的障害と精神障
害の重複が 1名。身体障害と知的障害と発達障害の重複が 3名。知的障害と精神障害の重複







2級 10 名 （3.7％）
3級 7名 （2.6％）




A 160 名 （59.7％）
B1 43 名 （16.0％）


























1 自分の障害について深く悩んだり、悲観したりしないこと 9名 （4.3％）
2 できることに目を向けて、前向きに生きようと思うこと 60 名 （29.0％）
3 できないことはできないと諦めること 10 名 （4.8％）
4 ありのままの自分を認めること 43 名 （20.8％）
5 障害者として生きていこうと思うこと 13 名 （6.3％）
6 他人からの目線が気にならなくなること 7名 （3.4％）
7 自分の障害を個性だと思うこと 18 名 （8.7％）
8 障害があることに価値を見出すこと 1名 （0.5％）
9 自分の障害を他人に話せるようになること 2名 （1.0％）
10 障害は治らないと意識すること 11 名 （5.3％）
11 障害を受容することはできない 1名 （0.5％）
12 「障害受容」とはどういうことかわからない 24 名 （11.6％）































































である。これは全体の 11.6％を占め、回答者の 1 割程度が障害受容に対してイメージを抱











































































1 していると思う 107 名 （53.8％）
2 していると思わない 11 名 （5.5％）
3 わからない 75 名 （37.7％）





　「わからない」という回答が 37.7％と全体の 4 割近くを占めている。Q6 の障害受容に対

































ストレングス視点グループ 43 3 14
マイナス受容グループ 11 2 6
障害の肯定グループ 27 4 15
他者との関わりに尺度をもつグループ 4 0 3
価値転換グループ 6 0 7
受容に対するイメージがないグループ 1 2 20
Q6 でその他、無効回答、無回答 15 0 10











　知的障害単一の人が 170 名、知的障害を含む重複障害の人が 62 名である。



























160 名（71.4％） 43 名（19.2％） 21 名（9.4％）
合計　224 名




　この結果と Q6 をグループ化したものとの関連性を分析する。その結果は表 12 と図 6 で
示した通りである。
表 12　グループ化したものと療育手帳の判定の集計結果
グループ番号 A（名） B1（名） B2（名）
①　ストレングス視点グループ 46 15 5
②　マイナス受容グループ 14 3 4
③　障害の肯定グループ 38 13 2
④　他者との関わりに尺度をもつグループ 6 1 1
⑤　価値転換グループ 16 0 2
⑥　受容に対するイメージがないグループ 17 7 1
Q6 でその他、無効回答、無回答 23 4 6




















































































































































































































































































































































づけと障害の捉え方の関連」、『発達心理学研究』第 23 巻第 2号、2012 年、145 頁。
 2） Drotar, D. 「The Adaptation of Parents to the Birth of an Infant with a Congenital Malforma-






ンド編、松本武子訳『家庭の福祉』家政教育社、1970 年、133 ～ 138 頁。
 4） 中田洋二郎「親の障害の認識と受容に関する考察‐受容の段階説と慢性的悲哀」、『早稲田心理学年報』
第 27 号、1995 年、83 ～ 92 頁。
 5） 上田敏『リハビリテーションを考える―障害者の全人間的復権―』青木書店、1983 年、209 頁。
 6） 前掲、Drotar,D.「 The Adaptation of Parents to the Birth of an Infant with a Congenital Malfor-
mation：A Hypothetical Model」、714 頁。
 7） 前掲、中田洋二郎「親の障害の認識と受容に関する考察‐受容の段階説と慢性的悲哀」、90 頁。
 8） 前掲、山根隆宏「高機能広汎性発達障害児・者をもつ母親における子どもの障害の意味づけ：人生へ
の意味づけと障害の捉え方の関連」、145 頁。










 1） 坂野雄二『心理学辞典』有斐閣、1999 年。
 2） 上田敏『リハビリテーションを考える―障害者の全人間的復権―』青木書店、1983 年。
 3） 加藤正仁・宮田広善監修『発達障害学：その理論と実践―育ちが気になる子の子育て支援体系―』
協同医書出版社、2011 年。






ンド編、松本武子訳『家庭の福祉』家政教育社、1970 年、133 ～ 138 頁。
 6） 愼英弘『自立を混乱させるのは誰か―障害者の「自立」と自立支援―』生活書院、2013 年。
 7） 田島明子『障害受容再考―「障害受容」から「障害との自由」へ―』三輪書店、2009 年。
 8） 中田洋二郎『子どもの障害をどう受容するか』大月書店、2002 年。






誌』第 29 巻第 1号、2007 年、73 ～ 85 頁。
13） 阿南あゆみ・山口雅子「わが子の障害受容過程に影響をおよぼす要因の検討―文献的考察―」、『産
業医科大学雑誌』第 29 巻第 2号、2007 年、183 ～ 195 頁。
14） 大鐘啓伸「母子通園施設を利用した母親の心理状態：支援過程において障害児を持つ母親の表出され
た気持ちから」、『発達心理学研究』第 22 巻第 3号、2011 年、308 ～ 317 頁。
15） 神園幸朗「自閉性障害児の社会性障害と模倣の関係について―ある自閉性障害児における親子関係
の変遷を通して―」、『琉球大学教育学部障害児教育実践センター紀要』№ 5、2003 年、23 ～ 41 頁。
16） 桑野左絵・神尾陽子「発達障害児をもつ親の障害受容過程についての文献的研究」、『九州大学心理学
研究』第 5巻、2004 年、273 ～ 281 頁。
17） 田中富子「保護者の障害受容に影響を与える要因―社会的支援を視点とした分析―」、『吉備国際
大学研究紀要』第 24 巻、2014 年、43 ～ 54 頁。
18） Drotar, D.・Baskiewicz, A.・Irvin, N.・Kennell, J.・Klaus, M.「The Adaptation of Parents to the 
Birth of an Infant with a Congenital Malformation ： A Hypothetical Model」、 Pediatrics.Nov75 
Vol.56 Issue5、1975 年、710 ～ 717 頁。
19） 中田洋二郎「親の障害の認識と受容に関する考察―受容の段階説と慢性的悲哀」、『早稲田心理学年
報第 27 号』、1995 年、83 ～ 92 頁。
20） 夏堀摂「自閉症児の母親の障害受容過程― 1 歳半健診制度化の効果と母親への支援のあり方に関す
る研究―」、『社会福祉学』第 42 巻第 2号、2002 年、79 ～ 90 頁。
21） 夏堀摂「障害児の『親の障害受容』研究の批判的検討」、『社会福祉学』第 44 巻第 1号、2003 年、23
～ 33 頁。
22） 原健一郎「障害児の親の障害受容への支援―療育従事者の視点から―」、『四天王寺大学大学院研
究論集』創刊号、2007 年、145 ～ 165 頁。
－ 191 －
23） 藤澤亜弥・野中弘敏「障害児を持つ親の障害受容過程及びそれに伴う困難―質問し調査を通して
―」、『山梨学院大学研究紀要』第 31 巻、126 ～ 144 頁。
24） 山根隆宏「高機能広汎性発達障害児・者をもつ母親における子どもの障害の意味づけ：人生への意味
づけと障害の捉え方の関連」、『発達心理学研究』第 23 巻第 2号、2012 年、147 ～ 157 頁。
25） 渡辺顕一郎・田中尚樹「発達障害児に対する『気になる段階』からの支援：就学前施設における対応




















































࠙ 㸯㸬㞀ᐖ⪅ᮏே㸦௦➹ྍ㸧  㸰㸬㞀ᐖ⪅ᮏேࡢẕ  㸱㸬㞀ᐖ⪅ᮏேࡢ∗ ࠚ 
 
㹏㸰㸬㞀ᐖ⪅ᮏேࡢᛶูࡣ㸽࠙ ⏨ᛶ ࣭ ዪᛶ ࠚ 
 
㹏㸱㸬㞀ᐖ⪅ᮏேࡢᖺ㱋ࡣ㸽࠙    ṓࠚ 
 
㹏㸲㸬㞀ᐖࡢ✀ูࡣ࡝ࢀ࡛ࡍ࠿㸽㸦」ᩘᅇ⟅ྍ㸧 




 ࢔㸬㌟య㞀ᐖ⪅ᡭᖒ  ࢖㸬⒪⫱ᡭᖒ  ࢘㸬⢭⚄㞀ᐖ⪅ಖ೺⚟♴ᡭᖒ ࢚㸬ྲྀᚓࡋ࡚࠸࡞࠸ 
 㸯㸬㸯⣭ 㸲㸬㸲⣭  㸵㸬㸿     10㸬㸯⣭ 
 㸰㸬㸰⣭ 㸳㸬㸳⣭  㸶㸬㹀㸯    11㸬㸰⣭ 






㸱㸬࡛ࡁ࡞࠸ࡇ࡜ࡣ࡛ࡁ࡞࠸࡜ㅉࡵࡿࡇ࡜   㸲㸬࠶ࡾࡢࡲࡲࡢ⮬ศࢆㄆࡵࡿࡇ࡜ 
㸳㸬㞀ᐖ⪅࡜ࡋ࡚⏕ࡁ࡚࠸ࡇ࠺࡜ᛮ࠺ࡇ࡜   㸴㸬௚ே࠿ࡽࡢ┠⥺ࡀẼ࡟࡞ࡽ࡞ࡃ࡞ࡿࡇ࡜ 
㸵㸬⮬ศࡢ㞀ᐖࢆಶᛶࡔ࡜ᛮ࠺ࡇ࡜      㸶㸬㞀ᐖࡀ࠶ࡿࡇ࡜࡟౯್ࢆぢฟࡍࡇ࡜ 
㸷㸬⮬ศࡢ㞀ᐖࢆ௚ே࡟ヰࡏࡿࡼ࠺࡟࡞ࡿࡇ࡜ 10㸬㞀ᐖࡣ἞ࡽ࡞࠸࡜ព㆑ࡍࡿࡇ࡜       
11㸬㞀ᐖࢆཷᐜࡍࡿࡇ࡜ࡣ࡛ࡁ࡞࠸      12㸬ࠕ㞀ᐖཷᐜ ࡜ࠖࡣ࡝࠺࠸࠺ࡇ࡜࠿ࢃ࠿ࡽ࡞࠸ 
13㸬ࡑࡢ௚㸦ලయⓗ࡟㸸                              㸧 
 
㹏㸵㸬࠶࡞ࡓࡣࠕ㞀ᐖཷᐜࠖࢆࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮ࠸ࡲࡍ࠿㸽 
㸯㸬ࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮ࠺  㸰㸬ࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮࢃ࡞࠸  㸱㸬ࢃ࠿ࡽ࡞࠸ 
㸲㸬ࡑࡢ௚㸦ලయⓗ࡟㸸                              㸧 
㉁ၥࡣ௨ୖ࡛ࡍࠋࡈ༠ຊ࠶ࡾࡀ࡜࠺ࡈࡊ࠸ࡲࡋࡓࠋ 

